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環
境
基
本
条
例
を
修
正
可
決

　

国
の
景
気
対
策
交
付
金
で
一
般
会
計
予
算
30
億
円
突
破
！

平成21年７月10日発行

牧草の収穫はコントラクター ( 請負組織 ) 利用組合が担う時代へ！

「楽農」の実現に向けて導入された自走式ハーベスタ－
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環境基本条例を修正可 決

第２回
定例会
第２回
定例会

国
の
地
域
活
性
化・経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
の
使
い
道

　
「
そ
う
や
自
然
学
校
」の
運
営
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
　

市
町
村
合
併
の
終
結
と
権
限
委
譲
な
ど
６
議
員
が
一般
質
問

開拓百年記念事業費を盛り込んだ補正予算は原案可決！

　平成２１年第２回定例会が、６月１日から２日まで２日間の会期

で開かれ、審議が順調に進んだため、会期を１日残し閉会しました。

　冒頭の行政報告で野邑町長は、農業生産活動の向上を図るための

支援組織である「中頓別町コントラクター利用組合」（表紙写真参

照）の設立と道北地域へのドクターヘリの運航が今年１０月からは

じまることを報告。

　昨年１２月１４日の第４回定例会に提案され、いきいきふるさと

常任委員会に審査を付託されていた「中頓別町環境基本条例」は、

前文を大幅に修正した修正案が報告され、全会一致で可決されまし

た。

　常任委員会では、条例案全体を見直した結果、原案にはない「生

物多様性基本法」の考え方や環境審議会の設置、条例の真意を伝え

るため、こどもたちへの環境教育が欠かせないと判断。これまでの

委員会での審査結果に応え、その意向を十分に尊重することを求め

る附帯決議を全会一致で可決しました。これを受けて執行側では、

今後、自主的に条例本文を見直し、次回定例会に再度提案を行なう

予定です。

　引き続き、国の地域活性化・経済危機対策臨時交付金の使い道や

「そうや自然学校」の運営、町の諮問機関のあり方などについて、

６議員が一般質問を行いました。

　町長から提案された一般会計補正予算など、２件の補正予算案は

いずれも原案どおり可決。

　中頓別校長会などから提出された「北海道の広域性・自然条件に

見合ったへき地級地見直し・運用を求める請願」、「宗谷の実情に

見合ったへき地学校の級別指定基準の改善を求める請願」、同趣旨

の意見書を全会一致で可決し閉会しました。



第２回定例会で
　　　決まりました
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第２回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

承
認
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
20
年

　

 

度
一
般
会
計
補
正
予
算
３
月
31
日
専
決
）

○ 

承
認
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
医
療
機
器

　
 

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
３
月
25
日
専
決
）

○ 
議
案
第
１
号　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

 
算

○ 
議
案
第
２
号　

平
成
21
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　

 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
環
境
基
本
条
例
（
い

　

 

き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
）

○ 

請
願
第
１
号　

北
海
道
の
広
域
性
・
自
然
条
件

　

 

に
見
合
っ
た
へ
き
地
級
地
見
直
し
・
運
用
を
求

　

 

め
る
請
願

○ 

請
願
第
２
号　

宗
谷
の
実
情
に
見
合
っ
た
へ
き

　

 

地
学
校
の
級
別
指
定
基
準
の
改
善
を
求
め
る
請
願

○ 

発
議
第
１
号　

北
海
道
の
広
域
性
・
自
然
条
件

　

 

に
見
合
っ
た
へ
き
地
級
地
見
直
し
・
運
用
を
求

　

 

め
る
要
望
意
見
書

○ 

発
議
第
２
号　

宗
谷
の
実
情
に
見
合
っ
た
へ
き

　

 

地
学
校
の
指
定
基
準
の
改
善
を
求
め
る
要
望
意

　

 

見
書

　

 ※

以
下
は
、
報
告
案
件
で
す
。

　

 

報
告
第
１
号　

中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
の

　

 

経
営
状
況
報
告

　

 

報
告
第
２
号　

有
限
会
社
中
頓
別
振
興
公
社
の

　

 

経
営
状
況
報
告

　

 

報
告
第
３
号　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

　

 

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

 　

※
 

○ 

は
可
決
ま
た
は
採
択

　

環
境
基
本
条
例
は
、
昨
年
の
第
４
回
定
例
会
で

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任

委
員
会
（
柳
澤
雅
宏
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
約

半
年
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
全
41
条
に
渡
る
条
例
案
全

体
を
見
直
し
、
修
正
案
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

と
く
に
前
文
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
諮

問
機
関
で
あ
る
「
中
頓
別
町
環
境
基
本
条
例
検
討

懇
話
会
」（
西
浦
岩
雄
座
長
）
が
答
申
し
た
珠
玉
の

言
葉
を
極
力
生
か
し
つ
つ
、
本
条
例
の
必
要
性
と

背
景
を
謳
（
う
た
）
い
、
大
人
を
は
じ
め
、
若
い

町
民
に
も
読
み
解
け
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
に
向
け
て
は
、

今
後
の
環
境
教
育
の
中
で
条
例
の
真
意
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
重
視
。

　

昨
年
町
が
実
施
し
た
頓
別
川
水
系
の
生
態
調
査

の
結
果
や
国
の
新
し
い
環
境
政
策
に
も
着
目
し
、

生
物
多
様
性
基
本
法
の
考
え
方
を
は
じ
め
、
環
境

審
議
会
な
ど
を
必
置
事
項
と
し
て
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　

本
来
な
ら
、
条
例
全
体
を
修
正
す
べ
き
と
こ
ろ

で
す
が
、
執
行
側
の
都
合
等
を
考
慮
し
、
今
回
は

前
文
及
び
附
則
（
公
布
日
）
の
修
正
に
と
ど
め
ま

し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
で
の

審
査
結
果
に
応
え
、
そ
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し

た
条
例
本
文
の
改
正
案
を
返
球
す
る
よ
う
求
め
る

附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
審
査
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
中
頓
別
は
、
敏
音
知

（
ピ
ン
ネ
シ
リ
）
岳
を
中
央
に
天
塩
山
地
と

北
見
山
地
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
木
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
繁
る
森
か
ら

し
み
出
た
一
滴
の
水
は
、
幾
筋
も
の
清
流
に

姿
を
変
え
、
や
が
て
母
な
る
頓
別
川
と
な
っ

て
大
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
と
川
の
恵
み
は
、
生
命
（
い
の
ち
）

の
揺
り
か
ご
と
な
っ
て
サ
ク
ラ
マ
ス
や
ヤ
マ

ベ
、
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
に
象
徴
さ
れ
る
多

種
多
様
な
生
態
系
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
と
も

に
、
美
し
き
四
季
の
変
化
を
演
出
し
、
活
力

あ
る
農
林
業
と
人
々
の
健
や
か
な
暮
ら
し
を

さ
さ
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ゆ
き
す
ぎ
た
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
と
日
々
生
み
出
さ
れ
る
膨
大
な
廃
棄

物
は
、
環
境
の
持
つ
復
元
力
を
超
え
、
私
た

ち
の
生
存
を
脅
か
し
、
こ
ど
も
た
ち
の
未
来

に
ま
で
大
き
な
負
の
遺
産
を
残
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
先
人
た
ち
の
英
知
に
学
び
な

が
ら
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
共
生
で
き

る
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
快
適
で
良
好
な
環
境
を
享
受

す
る
権
利
（
環
境
権
）
を
有
す
る
と
と
も
に
、

恵
ま
れ
た
自
然
を
よ
り
豊
か
な
も
の
と
し
て

次
の
世
代
に
手
渡
す
責
任
と
義
務
を
あ
わ
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
全
て
の
生
物
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
る
地
球
の
生
態
系
の
一
員
と

し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
環
境
の
保
全
と
創

造
に
積
極
的
に
取
組
む
た
め
、
こ
の
条
例
を

制
定
し
ま
す
。　　

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

中
頓
別
町
環
境
基
本
条
例
（
い
き
い
き

ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
）

の
あ
ら
ま
し

中
頓
別
町
環
境
基
本
条
例
（
前
文
）
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
の
使
い
道
や

「
そ
う
や
自
然
学
校
」
の
運
営
、
町
の
諮
問
機
関
の
あ
り
方
な
ど
を
め
ぐ
り
、
６
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

地域活性化・経済危機対策臨時交付金の
使い道は財政再建に！

藤 田 首 健

　

野
邑
町
長

答　

こ
の
交
付
金
の
目
的
は
経
済
危
機
対
策
と
し

て
講
ず
る
景
気
対
策
に
対
し
て
自
治
体
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
本
町
と
し

て
も
基
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
踏
ま
え

つ
つ
、
か
つ
安
易
な
公
共
事
業
等
を
行
い
、
結

果
と
し
て
将
来
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
必
要
不
可
欠
な
社

会
資
本
整
備
の
前
倒
し
等
の
事
業
に
交
付
金
を

活
用
し
て
地
域
活
性
化
や
財
政
健
全
化
に
貢
献

を
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

補
助
事
業
の
裏
財
源
と
し
て
使
え
る
部
分
、

起
債
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
部
分
に
対
し

て
こ
の
交
付
金
を
使
う
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
い
ま
総
合
計
画
に
載
っ

て
い
る
事
業
、
ま
た
は
載
っ
て
い
な
い
事
業
で

あ
っ
て
も
、
こ
こ
数
年
以
内
に
改
修
の
必
要
が

生
じ
る
よ
う
な
も
の
に
使
っ
て
い
っ
て
、
一
般

財
源
を
い
か
に
し
て
減
ら
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
中
心
に
活
用
策
を
今
後
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

平
成
22
年
度
の
決
算
時
点
で
財
政
健
全
化
法

の
早
期
健
全
化
団
体
を
ク
リ
ア
で
き
る
と
の
見

込
み
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
有
効
に
活
用
し
た
い
。
お
金
を
借
り
て

事
業
を
す
る
の
で
な
く
、
こ
の
交
付
金
を
使
っ

て
前
倒
し
し
て
事
業
を
行
う
方
針
で
将
来
大
き

な
町
債
借
り
入
れ
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
な
方

向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

１
億
７
千
万
円
を
町
民
負
担
の
削
減
に

問　

本
町
は
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
平
成
20
年
度
決
算
で
破
綻
一
歩
手
前
の

早
期
健
全
化
団
体
と
な
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

　

多
く
の
自
治
体
で
起
き
て
い
る
財
政
危
機
の
主
な
原
因
は
、
第
一
に
90
年

代
に
国
主
導
で
進
め
た
公
共
事
業
の
地
方
債
償
還
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
こ
と
、
第
二
は
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
国
の
財
政
再
建
を
優
先
さ
せ
て
交

付
税
な
ど
の
財
源
を
削
減
し
た
こ
と
が
大
き
い
が
、
政
府
は
、
百
年
に
一
度

の
未
曾
有
の
経
済
危
機
と
称
し
て
、
昨
年
度
か
ら
大
型
補
正
予
算
に
よ
り
景

気
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　

バ
ラ
マ
キ
と
も
揶
揄
（
や
ゆ
）
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
も
そ
の
一
環
と

し
て
総
額
１
兆
円
に
も
上
る
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
が

創
設
さ
れ
、
本
町
に
は
１
億
７
千
万
円
が
配
分
さ
れ
る
。

　

こ
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
内
需
拡
大
を
意
識
し
て
地
球
温
暖
化
や
少
子

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
救
急
、
救
助
体
制
の
整
備
な
ど
の
事
業
例
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
景
気
の
動
向
が
全
く
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
、
本
町

で
は
極
力
、
新
規
事
業
で
は
な
く
、
現
在
総
合
計
画
に
登
載
さ
れ
て
い
る
既

存
事
業
を
前
倒
し
て
行
う
た
め
の
財
源
と
し
て
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　

現
在
抱
え
る
巨
額
の
借
金
を
住
民
が
背
負
う
状
況
を
少
し
で
も
早
く
解
消

す
る
責
任
が
町
長
と
議
会
に
は
あ
り
、
一
年
で
も
早
い
早
期
健
全
化
団
体
か

ら
の
脱
却
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
期
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
方
針
を
持

つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
事
業
で
購
入
し
た
国
保

病
院
の
Ｃ
Ｔ
装
置
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条例に基づかない諮問機関設置は違法！
柳 澤 雅 宏

　

諮
問
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　

環
境
基
本
条
例
や
自
治
基
本
条
例
な
ど
町
の
重
要
な
条
例

の
策
定
に
当
た
り
、
住
民
に
よ
る
諮
問
機
関
を
設
置
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
住
民
感
覚
や
目
線
を
立
法
に
生
か

す
こ
と
は
大
切
で
は
あ
る
が
、
専
門
的
知
識
を
持
つ
学
識
経

験
者
の
少
な
い
本
町
に
お
い
て
、
条
例
策
定
を
丸
ご
と
諮
問

機
関
に
ゆ
だ
ね
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。
諮
問
機
関

の
乱
立
は
執
行
機
関
の
拡
張
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
一
定

の
歯
ど
め
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
の
諮
問
機
関
が
地
方
自
治
法
上
の
附
属
機
関
と
位

置
付
け
ら
れ
る
な
ら
、
同
法
第
１
３
８
条
の
４
第
３
項
に
よ

り
、
条
例
に
よ
る
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
委
員
は
非
常
勤
職
員
で
は
な
い
の
に
報
酬
が
支

払
わ
れ
て
い
る
が
、
違
法
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

平
成
12
年
４
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
自
己

決
定
や
自
己
責
任
の
強
化
、
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
、
規
制

緩
和
等
に
よ
っ
て
自
治
体
政
策
の
決
定
方
法
が
大
き
く
変
化

し
、
情
報
の
共
有
や
住
民
参
加
に
よ
り
地
域
づ
く
り
を
行
う

仕
組
み
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
本
町
も
こ
れ
を
目
指
し
、
主

要
な
施
策
に
つ
い
て
は
各
種
審
議
会
を
設
置
し
、
諮
問
を
し

て
き
た
。
し
か
し
、
専
門
的
知
識
を
持
つ
学
識
経
験
者
の
確

保
が
難
し
い
面
も
あ
り
、
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
権

利
を
侵
害
し
な
い
範
囲
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

地
方
自
治
法
で
は
、
法
律
、
ま
た
は
条
例
に
よ
り
諮
問
機

関
等
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
諮
問
機

関
を
置
く
場
合
は
条
例
で
制
定
す
る
の
が
正
し
い
ス
タ
イ
ル
、

や
り
方
だ
と
改
め
て
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
謝
罪
し
、

今
後
二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
改
め
て
地
方
自

治
法
等
の
精
査
を
し
て
い
き
た
い
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答

　

感
染
者
発
生
時
の
危
機
対
策
は
？

問　

メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
国
内
で
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
本
町

で
も
い
つ
感
染
者
が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
に
あ
り
、
町
民
の
感
染
に
備
え
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
ら
れ
て
い
る
の
か
、
次
の
点
を
伺

う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
発
見
体
制
は

確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
感
染

者
や
町
民
に
対
す
る
危
機
管
理
の
対
応
は
ど
う

の
よ
う
に
な
る
の
か
。
と
く
に
集
団
生
活
を
し

て
い
る
長
寿
園
、
天
北
厚
生
園
な
ど
の
対
応
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

海
外
渡
航
者
や
感
染
者
と
の
接
触
等
に
よ
り
発
熱
し
た

方
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
方
は
稚
内
保
健

所
に
設
置
さ
れ
た
相
談
窓
口
及
び
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
旬
報
や
チ
ラ
シ
等
で
町
民
に

周
知
し
、
感
染
者
の
発
見
に
努
め
て
い
る
。

　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
自
治
体
は
国
、
道
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
国
保
病
院
、

関
係
機
関
等
と
感
染
の
疑
い
の
あ
る
人
が
出
た
場
合
の
診

療
場
所
、
入
院
対
象
者
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　

青
木
国
保
病
院
事
務
長

答　

本
町
で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
稚
内
保
健
所
か

ら
国
保
病
院
に
連
絡
が
入
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時

点
で
病
院
と
患
者
と
が
相
談
を
し
て
診
察
に
当
た
る
こ
と

に
な
る
。

　

診
察
は
、
病
院
の
中
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
車
の
中
、

あ
る
い
は
保
健
セ
ン
タ
ー
を
診
療
所
に
し
て
、
待
機
を
し

て
い
た
だ
き
、
医
師
が
向
か
っ
て
診
察
を
す
る
と
い
う
考

え
方
に
立
っ
て
い
る
。
重
症
患
者
に
つ
い
て
は
、
当
院
で

の
入
院
に
は
な
ら
ず
、
隔
離
病
棟
を
持
つ
稚
内
市
立
あ
る

い
は
名
寄
市
立
病
院
と
な
り
、
保
健
所
と
相
談
し
な
が
ら
、

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

長
寿
園
、
天
北
厚
生
園
の
関
係
で
は
、
感
染
の
疑
い
の

あ
る
方
と
の
接
触
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、
予

防
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
確
認
さ
れ
て
い
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
万
全
か
？

柳

澤

雅

宏
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退職者の補充、
　　　　前向きに！

本 多 夕紀江
　

グ
ル
ー
プ
制
導
入
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
た
か

問

そうや自然学校のめざすものは？

　

①
平
成
16
年
か
ら
現
行
の
グ
ル
ー
プ
制
が
導
入
さ
れ
た
が
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
、
住
民
の
利
便
性
は
向
上
し
た
と
言
え
る
の

か
。
担
当
者
が
い
な
く
て
対
応
で
き
な
い
実
態
は
な
い
か
。

　

②
行
政
に
は
、
必
要
な
職
員
数
を
配
置
す
べ
き
と
思
う
が
、

退
職
者
の
補
充
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
保
健
師
は
ぜ
ひ
補
充
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

①
職
員
の
窓
口
で
の
対
応
が
悪
い
と
の
情
報
を
直
接
い
た

だ
け
れ
ば
、
私
か
ら
注
意
を
し
た
い
。

　

係
制
で
あ
ろ
う
が
グ
ル
ー
プ
制
で
あ
ろ
う
が
、
細
か
い
中

身
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
担
当
者
が
い
な
い
と
わ
か
ら
な
い

の
は
当
然
と
思
う
。
で
き
る
だ
け
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
中
で
課
長
等
が
十
分

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
補
完
し
合
う
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
制
に
つ
い
て
は
今
の
規

模
が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
、
検
証
し
て
い
く
必
要
性
は
あ
る

が
、
当
分
の
間
、
現
在
の
規
模
で
続
け
て
い
き
た
い
。

　

②
今
現
在
、
退
職
予
定
者
は
、
勧
奨
退
職
と
来
年
定
年
退

職
を
迎
え
る
職
員
を
合
せ
て
８
名
ほ
ど
予
定
さ
れ
て
い
る

　

何
名
を
補
充
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
、
ま

た
は
こ
ど
も
館
か
ら
の
異
動
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
中

で
最
低
限
の
人
数
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

保
健
師
も
１
名
退
職
さ
れ
る
が
、
今
の
人
口
規
模
、
戸
別

訪
問
等
を
十
分
し
て
住
民
の
期
待
に
こ
た
え
て
い
る
の
か
ど

う
か
、
そ
う
い
う
面
も
総
合
的
に
勘
案
し
た
中
で
今
後
検
討

し
た
い
。
保
健
師
を
採
用
す
る
か
し
な
い
か
の
結
論
を
出
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

本 多 夕紀江
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
に
つ
い
て

問　

そ
う
や
自
然
学
校
に
約
３
千
万
円
を
か
け
て
宿
泊
施
設
等
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

　

①
今
後
の
事
業
内
容
と
平
成
20
年
度
の
利
用
実
績
を
伺
う
。

　

②
宿
泊
料
金
等
も
含
め
て
運
営
の
収
支
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
維
持
管
理
費
用
だ
け
で
も
事
業
収
入
で
賄
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

③
今
後
の
運
営
体
制
と
め
ざ
す
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

①
長
期
的
な
展
望
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
国
の
景
気
対
策

の
一
環
で
あ
る
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
に
よ
り
想
定

よ
り
早
く
施
設
整
備
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

改
修
工
事
は
８
月
に
完
了
予
定
で
あ
り
、
22
年
度
か
ら
本
格
的
に

宿
泊
体
験
事
業
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
、

早
く
か
ら
周
知
、
宣
伝
に
努
め
た
い
。

　

宿
泊
施
設
は
、
宿
泊
室
３
室
、
マ
ッ
ト
レ
ス
に
寝
袋
を
使
用
す
る
。

管
理
人
は
常
駐
せ
ず
、
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
な
都
度
宿
直
す
る
体
制
を

と
り
た
い
。
食
事
は
、
自
炊
が
基
本
だ
が
、
朝
食
を
ピ
ン
ネ
シ
リ
温

泉
で
も
取
れ
る
よ
う
協
力
要
請
し
て
い
る
。

　

事
業
は
主
に
こ
ど
も
向
け
で
あ
り
、
近
隣
の
小
中
学
校
に
は
出
向

い
て
宣
伝
し
、
遠
方
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し

た
い
。
20
年
度
の
実
績
は
、
50
事
業
で
延
べ
１
，
４
７
１
名
の
利
用

が
あ
っ
た
。

　

②
今
年
度
は
、
料
金
体
系
を
現
行
の
ま
ま
据
え
置
き
、
来
年
度
以

降
、
新
た
な
使
用
料
を
定
め
て
一
定
の
収
益
性
を
確
保
し
た
い
。
そ

の
上
で
使
用
料
で
賄
う
べ
き
範
囲
を
整
理
し
た
い
。

　

③
22
年
度
の
収
益
力
な
ど
も
勘
案
し
た
上
で
、
23
年
度
以
降
に
新

た
な
運
営
体
制
を
構
築
す
べ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

専
任
ス
タ
ッ
フ
養
成
の
た
め
、
地
域
の
中
の
協
力
者
（
生
活
職
人

）
を
確
保
し
た
い
。
同
校
が
め
ざ
す
の
は
、
自
然
を
生
か
し
た
質
の

高
い
交
流
、
学
び
が
体
験
で
き
る
場
の
提
供
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
制
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
両
立
を
！
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グループホーム利用者の就労確保に支援を！
東海林 繁 幸

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
後
の
実
態
は
？

問

そうや自然学校の宿泊料金は
今年から適用すべき！

　

４
月
に
開
設
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
利
用
者
の
就
労
状
況
、
就
労
先
、
月
額
給
与
等
の
状
況
と

利
用
者
の
負
担
す
る
経
費
の
内
容
を
伺
う
。

　

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
運
営
経
費
の
大
ま
か
な
内
容
を
伺
う
。

　

③
ス
タ
ー
ト
か
ら
こ
れ
ま
で
の
課
題
は
な
い
か
。
今
後
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す
る
た
め
、
町
と
し
て
は

ど
う
い
う
か
か
わ
り
方
を
し
て
い
く
の
か
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答　

①
入
居
者
の
就
労
状
況
は
、
９
名
全
員
が
一
般
就
労
で
あ

る
。
就
労
先
は
、
社
会
福
祉
法
人
南
宗
谷
福
祉
会
で
７
名
、

商
店
で
２
名
で
あ
る
。
一
般
就
労
に
よ
る
月
額
給
与
は
、
平

均
６
万
円
程
度
と
聴
い
て
い
る
。

　

利
用
者
負
担
額
は
、
応
能
負
担
制
度
に
よ
る
程
度
区
分
に

よ
り
お
お
む
ね
１
割
の
負
担
額
と
特
定
費
用
、
給
食
費
、
共

益
費
、
家
賃
負
担
で
約
４
万
９
千
円
か
ら
５
万
９
千
円
程
度

で
あ
る
。
特
定
費
用
は
、
月
ご
と
の
精
算
制
で
あ
る
。

　

②
一
体
型
指
定
共
同
生
活
事
業
所
と
し
て
の
運
営
経
費
は
、

天
北
厚
生
園
で
の
推
計
に
よ
る
と
、
介
護
給
付
費
、
訓
練
等

給
付
費
、
利
用
者
負
担
等
で
６
６
８
万
円
、
特
定
費
用
で
５

２
９
万
円
、
年
間
総
額
１
，
１
９
７
万
円
程
度
で
あ
る
。
内

訳
は
、
人
件
費
が
歳
出
総
体
の
46
％
で
５
５
１
万
円
、
事
務

費
が
16
％
で
１
９
１
万
円
、
事
業
的
経
費
が
38
％
で
４
５
５

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

③
現
在
入
居
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
就
労
先
が
確

保
さ
れ
、
現
状
で
の
課
題
と
し
て
は
特
に
な
い
。

　

今
後
は
、
地
域
移
行
が
目
標
で
あ
り
、
運
営
経
費
は
別
と

し
て
、
就
労
確
保
に
で
き
る
だ
け
の
援
助
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

東海林 繁 幸

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
に
つ
い
て

問　

急
に
宿
泊
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
社
会
教
育

担
当
者
に
と
っ
て
は
、
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
な
ど
で
苦
心
す
る
と
思
う
が
、

そ
の
内
容
を
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

経
済
効
果
や
教
育
効
果
も
期
待
さ
れ
る
が
、
事
業
効
果
を
ど
う

読
ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

夏
休
み
の
最
中
で
あ
る
７
月
末
頃
に
改
修
工
事
が
完
了
予
定

で
あ
り
、
そ
の
時
期
ま
で
に
新
料
金
を
設
定
し
て
活
用
を
見
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
取
り
組
み
が
な
い
の
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

す
で
に
あ
る
「
そ
う
や
自
然
学
校
経
営
計
画
」
の
中
に
は
、
宿
泊
研
修

施
設
に
つ
い
て
含
ま
れ
て
い
な
い
。
今
後
宿
泊
施
設
に
対
応
す
る
新
た
な

事
業
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　

事
業
効
果
に
つ
い
て
は
、
22
年
度
予
算
に
向
け
て
料
金
体
系
を
含
め
見

直
し
を
図
り
、
新
た
な
長
期
的
利
用
計
画
及
び
各
年
度
の
経
営
計
画
を
定

め
て
い
き
た
い
。

　

経
済
効
果
、
教
育
効
果
で
は
、
現
段
階
の
計
画
は
、
日
帰
り
中
心
の
事

業
で
あ
り
、
宿
泊
施
設
型
の
利
用
形
態
を
踏
ま
え
た
経
済
効
果
の
策
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
目
に
定
め
て
い
き
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

今
年
度
に
つ
い
て
は
現
行
の
利
用
料
を
決
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
団

体
に
す
で
に
周
知
を
し
て
い
る
経
緯
が
あ
る
。

　

今
年
は
今
ま
で
の
料
金
で
使
用
し
て
も
ら
い
、
来
年
か
ら
は
新
し
い
料

金
に
な
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。
今
年
を
サ
ー
ビ
ス
期
間
と
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

宿泊施設の改修工事が進む「そうや自然学校」
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空
き
家
や
放
置
車
輌
の
撤
去
に
つ
い
て

問

傷みのひどい観光看板の撤去急げ！

　

本
町
は
、
人
口
減
等
に
伴
い
、
道
路
わ
き
に
空
き
家

が
目
立
つ
。
ま
た
、
河
川
わ
き
や
牧
草
地
な
ど
に
は
使

わ
れ
て
い
な
い
車
両
な
ど
の
放
置
が
見
ら
れ
る
。
建
造

物
な
ど
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
が
遠
方
へ
転
居

し
た
り
、
世
代
が
か
わ
る
と
整
理
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
。
景
観
政
策
と
し
て
助
成
制
度
を
設
け
、
積
極
的

に
放
置
建
造
物
等
（
空
き
家
、
車
両
、
粗
大
ご
み
等
）

の
撤
去
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
観
光

や
お
た
め
し
暮
ら
し
に
取
組
む
地
域
と
し
て
敏
音
知
地

区
な
ど
か
ら
放
置
建
造
物
等
の
撤
去
に
取
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

放
置
さ
れ
た
建
造
物
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
制

定
の
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
」

で
空
き
地
、
空
き
家
の
管
理
に
関
す
る
義
務
が
明
記
さ

れ
、
13
年
に
は
「
廃
屋
解
体
除
去
助
成
条
例
」
を
定
め

て
５
年
間
の
時
限
立
法
期
間
中
に
37
件
の
廃
屋
が
解
体

除
去
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ご
指
摘
の
と
お
り
い
ま
だ
に
解
決
で
き
な

い
も
の
が
多
く
あ
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
一
義
的
に
土
地
の
所
有
者
、
管
理
責

任
者
に
お
い
て
適
切
に
管
理
す
べ
き
で
あ
る
が
、
公
共

的
な
意
味
（
環
境
美
化
）
な
ど
も
含
め
、
解
決
方
法
に

つ
い
て
、
庁
内
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。

西 原 央 騎
　

公
共
施
設
誘
導
看
板
に
つ
い
て

問　

平
成
19
年
12
月
の
定
例
会
で
公
共
施
設
の
誘
導
看
板

（
サ
イ
ン
）
の
整
備
、
補
修
を
す
る
べ
き
と
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
「
調
査
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
職
員
で
取
り
組

む
」
と
明
確
な
答
弁
が
町
長
か
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、

平
成
21
年
度
に
な
っ
て
も
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

①
劣
化
し
て
読
め
な
い
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
放
置

さ
れ
、
危
険
物
と
な
り
か
ね
な
い
看
板
も
あ
る
。
観
光

客
が
訪
れ
る
７
月
中
旬
ま
で
に
国
道
沿
い
の
数
点
だ
け

で
も
整
備
、
補
修
、
あ
る
い
は
撤
去
す
る
必
要
は
な
い

か
。

　

②
行
政
が
取
り
組
ま
な
い
、
あ
る
い
は
取
り
組
め
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
住
民
活
動
と
し
て
有
志
グ
ル
ー
プ
を

募
り
作
業
を
行
い
た
い
。
そ
の
よ
う
な
住
民
活
動
と
協

働
し
、
ま
た
は
支
援
を
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

①
町
内
の
看
板
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
に
全
町
調
査
を
実
施

し
、
台
帳
を
作
成
し
、
昨
年
秋
に
は
観
光
協
会
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
問
題
点
等
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
き
た
。
現
時
点
で
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
改
善
に
は

着
手
で
き
て
い
な
い
が
、
財
源
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
順
次
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
ご
指
摘
の

国
道
沿
い
の
看
板
や
危
険
と
判
断
さ
れ
る
看
板
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
思
う
。

　

②
行
政
と
し
て
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
観

光
事
業
の
中
で
も
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
順
次
取
り
組
ん
で
い

く
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
的
な
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
で
は
遅
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
有
志
の
方
が
取
り
組

ま
れ
る
な
ら
積
極
的
に
協
議
、
対
応
し
た
い
。

敏
音
知
岳
登
山
マ
ラ
ソ
ン
に
は
町
外
か
ら
多
数
の

参
加
者
が…

廃
屋
の
撤
去
は
観
光
地
の
条
件

観
光
ゾ
ー
ン
か
ら
廃
屋
等
の
撤
去
を
！

西

原

央

騎
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市町村合併終結後のわが町の分権方針は？
星 川 三喜男

　

合
併
の
終
結
と
権
限
委
譲
に
つ
い
て

問

おためし暮らしと観光の両立を！

　

先
般
、
国
の
地
方
制
度
調
査
会
が
、
平
成
の
大
合
併
を
進
め
た
市
町
村

合
併
特
例
法
の
廃
止
を
求
め
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

　

本
町
の
５
月
末
の
人
口
は
２
，
０
３
７
人
。
幌
加
内
町
、
お
隣
の
中
川

町
に
続
き
全
道
で
３
番
目
に
人
口
の
少
な
い
町
で
あ
り
、
ま
も
な
く
２
千

人
の
大
台
を
切
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

　

小
規
模
自
治
体
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
町
職
員
が
自
立
の
気
概
と
責

任
を
持
ち
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

道
が
持
つ
４
千
項
目
の
権
限
の
う
ち
、
財
政
難
や
職
員
不
足
な
ど
の
自

治
体
の
体
力
差
、
分
権
に
対
す
る
温
度
差
が
あ
る
も
の
の
、
本
町
で
は
平

成
18
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
に
合
計
94
項
目
の
移
譲
を
受
け
て
い
る
。
今

後
、
権
限
移
譲
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か
。

　

住
民
に
身
近
な
行
政
と
し
て
、
道
道
と
町
道
の
一
体
的
な
除
雪
は
、
財

源
さ
え
く
れ
ば
十
分
可
能
で
あ
り
、
効
率
も
よ
く
な
る
と
思
う
の
で
、
権

限
移
譲
を
申
し
出
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
、
本
町
の
財
政
再
建
が
計

画
ど
お
り
進
ま
な
い
場
合
、
権
限
返
上
（
逆
提
案
）
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

北
海
道
は
道
州
制
、
地
域
主
権
型
社
会
を
め
ざ
し
て
、
市
町
村
へ
の
事
務

権
限
移
譲
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

権
限
移
譲
の
重
点
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
異
な
る
が
、
そ
れ

が
住
民
の
利
便
性
を
高
め
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
若
干
疑
問
も
あ
る
。

た
だ
し
、
住
民
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
権
限
委
譲
の
対
象
を
決
め
る
こ
と
は
、

財
源
や
人
的
な
問
題
が
あ
り
難
し
い
。

　

道
道
の
除
雪
体
系
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
短
い
路
線
だ
が
過
去
に
道

か
ら
話
が
あ
っ
た
。
担
当
者
に
権
限
移
譲
が
あ
り
得
る
か
ど
う
か
調
査
を
さ

せ
た
い
。

　

権
限
移
譲
の
逆
提
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
市
町

村
間
の
共
同
や
相
互
補
完
な
ど
、
支
援
・
協
力
の
枠
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
生
き
残
っ
て
い
く
一
つ
の
方
法
論
と
し
て
新
た
な
相
互
連
携

の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

西 原 央 騎
　

移
住
定
住
「
お
た
め
し
暮
ら
し
」
に
つ
い
て

問　

本
町
に
暮
ら
し
て
移
住
、
定
住
を
考
え
て
も
ら
う
「
お
た
め
し

暮
ら
し
」
は
、
応
募
者
が
多
く
、
可
能
性
に
は
期
待
し
て
い
る
が
、

施
設
利
用
に
は
疑
問
が
残
る
。

　

お
た
め
し
暮
ら
し
参
加
家
族
の
宿
泊
予
定
施
設
と
し
て
は
、
旧

教
職
員
住
宅
な
ど
の
利
活
用
や
観
光
閑
散
期
（
７
〜
８
月
以
外
）

の
コ
テ
ー
ジ
活
用
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
年
の
夏
休

み
期
間
に
つ
い
て
は
、
コ
テ
ー
ジ
４
棟
の
う
ち
２
棟
が
こ
れ
に
あ

て
ら
れ
、
町
内
の
宿
泊
施
設
が
減
る
中
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
町

民
も
親
戚
や
知
人
の
宿
泊
先
と
し
て
の
利
用
は
難
し
く
な
る
。

　

７
〜
８
月
で
延
べ
１
５
０
人
が
宿
泊
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
本
町
の
交
流
人
口
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

　

お
た
め
し
暮
ら
し
の
今
後
の
施
設
利
用
の
方
向
性
と
「
何
年
に

何
組
の
移
住
者
を
目
指
す
の
か
」
具
体
的
な
数
値
目
標
を
伺
う
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

お
た
め
し
暮
ら
し
は
、
移
住
促
進
の
目
的
で
始
め
た
が
、
観
光
や

避
暑
を
目
的
と
す
る
長
期
滞
在
型
の
利
用
申
し
込
み
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
及
び
閑
散
期
の
観
光
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
な
が
る
と
判
断
し
、
管
理
し
て
い
る
観
光
協
会
と
協
議
し
な
が
ら

コ
テ
ー
ジ
の
活
用
を
図
っ
て
き
た
。

　

コ
テ
ー
ジ
の
稼
働
率
を
最
大
限
引
き
上
げ
る
方
策
と
し
て
長
期
滞

在
を
優
先
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
き
た
結
果
だ
が
、
ご
指
摘
の
よ

う
な
ご
批
判
も
重
く
受
け
と
め
た
い
と
思
う
。

　

今
後
の
お
た
め
し
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
き

た
コ
テ
ー
ジ
や
敏
音
知
地
区
の
住
宅
の
ほ
か
、
中
頓
別
市
街
地
や
そ

の
周
辺
で
の
空
き
家
等
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
の
取
り
組
み
で
、
今
年
よ
う
や
く
１
件
の
移

住
が
決
ま
っ
た
が
、
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
」
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
立
て
る
こ
と
は

難
し
い
。
当
面
、
１
年
に
１
組
以
上
を
目
標
に
移
住
や
二
地
域
居
住

に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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平
成
20
年
度
歳
出
予
算
を
21
年
度
に
繰
越
し
て

使
う
た
め
の
繰
越
明
許
費
の
専
決
処
分
で
す
。

　

繰
越
し
た
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
国
の
地
域
活

性
化
・
生
活
対
策
交
付
金
事
業
の
う
ち
、
医
療
機

器
（
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
）
、
そ
う
や
自
然
学
校
宿
泊

研
修
施
設
整
備
事
業
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
分
別

処
理
施
設
整
備
事
業
、
神
崎
牧
場
牧
草
地
維
持
事

業
、
町
有
林
枝
打
事
業
な
ど
に
か
か
る
総
務
費
委

託
料
、
工
事
請
負
費
、
備
品
購
入
費
で
す
。

○ 

承
認
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
20

　
 

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
３
月
31
日
専
決
）

　

平
成
20
年
度
の
国
の
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

交
付
金
事
業
で
医
療
機
器
（
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
・
３

千
７
百
87
万
８
千
７
５
０
円
）
を
購
入
す
る
に
あ

た
り
、
本
来
な
ら
契
約
締
結
前
に
議
会
の
議
決
が

必
要
で
す
が
、
こ
れ
を
担
当
者
が
失
念
し
た
た
め

に
、
や
む
な
く
町
長
が
専
決
処
分
を
行
い
、
こ
れ

を
承
認
し
た
も
の
で
す
。

○ 

承
認
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
医
療
機

　

 

器
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
３
月
25
日
専
決
）

　

自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
の
報
酬
、
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
の
報
償
費
、
開
拓

百
年
記
念
事
業
費
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
な
ど
、

合
せ
て
３
千
７
百
17
万
９
千
円
を
追
加
し
た
補
正

予
算
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

●
西
原
議
員

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
目
的
は
な
に

○ 

議
案
第
１
号　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

　

 

予
算

か
。

　

本
町
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
や
企

業
化
、
雇
用
の
創
出
を
目
的
と
し
、
バ
イ
オ
マ
ス

（
農
林
業
副
産
物
、
牛
糞
・
ペ
レ
ッ
ト
等
）
資
源

の
調
査
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

前
年
度
の
賦
課
保
険
料
の
還
付
金
と
し
て
９
万

３
千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
で
す
。

○ 

議
案
第
２
号　

平
成
21
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

 

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

札
幌
交
響
楽
団
に
よ
る
公
演
で
あ
る
。

○
柴
田
教
育
次
長

　

一
般
質
問
で
も
お
答
え
し
た
通
り
、
両
者
は
附

属
機
関
な
の
で
、
条
例
制
定
が
前
提
で
あ
る
。
報

償
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ
る
設
置
を

必
要
と
し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

○
野
邑
町
長

●
東
海
林
議
員

　

開
拓
百
年
記
念
事
業
の
芸
術
鑑
賞
事
業
と
は
な

に
か
。

●
柳
澤
議
員

　

自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
は
「
報
酬
」
、
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
は
「
報
償
費
」

で
組
ま
れ
て
い
る
が
差
異
が
あ
る
の
か
。
ど
ち
ら

も
、
委
員
会
の
設
置
条
例
が
な
い
の
で
支
出
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

前
年
度
、
報
酬
と
計
上
し
た
も
の
が
、
報
償
費

に
な
っ
て
い
る
事
実
を
い
ま
の
指
摘
で
把
握
し
た
。

善
処
し
た
い
。

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

○ 請願第１号　北海道の広域性・自然条件に見合ったへき地級地見直し・運用を求める請願
　今年３月、国の「へき地教育振興法施行規則（へき地級地基準）」の一部が改正されたことに伴い、
道教育委員会・道人事委員会は、北海道における規則の見直しを予定しています。
　改正された国の「基準」を道内に機械的に適用した場合、大幅な級地ダウンを招き、現状の都市部と
の格差をいっそう拡大することが危惧されるため、北海道のもつ広域性・厳しい自然条件を十分に踏ま
え、運用することを求める請願です。
【請願者】中頓別町校長会　会長　藤田功、中頓別町教頭会　会長　井村雅彦、中頓別町ＰＴＡ連合会
　会長　桑原政美、中頓別町教育研究会　会長　藤田功（敬称略）
【紹介議員】本多夕紀江、村山義明

○ 請願第２号　宗谷の実情に見合ったへき地学校の級別指定基準の改善を求める請願
　請願第１号と同様に、道教委は、来年１月の改訂に向けて「へき地指定見直し」の作業を始めており、
本町、さらには宗谷の教育条件を守るために、都市とへき地の相対的な格差を反映したへき地基準とな
るよう要望する請願です。
【請願者】宗谷教職員組合中頓別支部　支部長　齋藤千智、北海道教職員組合宗谷支部中頓別支会　 
　支会長　山口雅司（敬称略）
【紹介議員】本多夕紀江、村山義明

○ 宗谷の実情に見合ったへき地学校の指定基準の改善を求める要望意見書
　請願第１号、第２号が採択されたことにより、同趣旨を知事などに求める意見書です。
【提出先】北海道知事、北海道教育委員会教育長、北海道人事委員会委員長
【発議者・賛成者】本多夕紀江、村山義明

○ 北海道の広域性・自然条件に見合ったへき地級地見直し・運用を求める要望意見書

議案審議のあらましと採択された請願・意見書議案審議のあらましと採択された請願・意見書議案審議のあらましと採択された請願・意見書
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　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。

議会を傍聴しましょう

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

いきいきふるさと
常任委員会
所管事務
調査報告

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
結
果

を
柳
澤
委
員
長
が
、
６
月
１
日
の
本
会

議
で
報
告
。
そ
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
こ
ど
も
館
の
運
営
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
の
こ
ど
も
館
の
運
営
状

況
は
、
約
２
千
３
百
万
円
の
超
過
負
担

（
赤
字
）
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

前
年
度
に
比
べ
収
支
は
約
１
千
万
円
近

く
改
善
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
長
時
間
利
用
児
に
係
る
保

育
料
を
今
年
度
か
ら
大
幅
に
引
下
げ
た

こ
と
に
よ
り
、
短
時
間
利
用
児
等
の
保

育
所
入
所
（
移
動
）
が
誘
発
さ
れ
、
交

付
税
の
大
幅
増
に
直
結
し
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
。

　

こ
ど
も
館
に
は
、
年
度
当
初
で
９
名

の
短
時
間
利
用
児
（
幼
児
ク
ラ
ブ
）
が

い
る
ほ
か
、
町
内
に
は
、
市
街
地
か
ら

離
れ
た
送
迎
が
必
要
な
地
域
に
い
る
保

育
対
象
者
も
お
り
、
こ
れ
ら
の
保
護
者

に
保
育
所
へ
の
入
所
勧
誘
を
図
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
国
等
に
対
し
て
保

育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
交
付
税
措

置
の
充
実
を
要
望
す
べ
き
で
あ
る
。

■
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業

　

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て

　

本
町
が
実
施
す
る
国
の
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
対
策
事
業
・
緊
急
雇
用
創

出
事
業
に
つ
い
て
調
査
し
、
意
見
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業

の
う
ち
、
「
な
か
と
ん
べ
つ
・
森
の
癒

し
と
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
体
制
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

森
林
療
法
活
動
が
地
域
医
療
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
事
業
委
託
先
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
中
頓
別
森
林
療
法
研
究
会
）

の
事
務
局
体
制
の
充
実
を
図
り
、
同
法

人
の
代
表
者
で
あ
る
国
保
病
院
長
の
負

担
を
軽
減
す
べ
き
。
ま
た
、
３
年
の
雇

用
創
出
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
事
業
が

立
ち
消
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
後
の
雇
用
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

収
益
が
生
ま
れ
る
事
業
展
開
が
必
要
で

あ
り
、
町
は
総
合
計
画
に
位
置
付
け
る

な
ど
、
長
期
的
展
望
を
示
す
べ
き
。

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
社
会
的
起
業

家
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
）
創
出
事

業
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

■
国
保
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
（
公
立

　

病
院
改
革
プ
ラ
ン
）

　

国
が
示
し
た
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
『
中

頓
別
町
国
民
健
康
保
険
病
院
改
革
プ
ラ

ン
』
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説
明
を
聴

き
、
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
現
行
の
病
院
規

模
・
形
態
（
病
床
数
50
、
内
科
・
外
科
）

を
当
面
見
直
す
こ
と
な
く
、
平
成
23
年

度
ま
で
の
収
支
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お

り
、
一
般
会
計
等
か
ら
の
繰
入
金
は
減

少
し
て
い
く
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら

今
後
の
運
営
に
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」
を

包
括
的
に
検
討
す
る
組
織
を
で
き
る
だ

け
早
く
立
ち
上
げ
、
連
携
協
議
に
早
急

に
取
組
む
よ
う
求
め
る
。

次
の
所
管
事
務
調
査

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
は
、
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

ま
で
に
、
次
の
事
項
の
調
査
を
行

い
ま
す
。
①
そ
う
や
自
然
学
校
の

運
営
（
現
地
視
察
含
む
）
、
②
自

治
基
本
条
例
等
、
③
環
境
基
本
条

例
・
環
境
基
本
計
画
等
、
④
財
政

健
全
化
、
⑤
鍾
乳
洞
の
利
活
用
、

⑥
国
保
病
院
の
運
営
等
、
⑦
所
管

事
務
の
う
ち
緊
急
を
要
す
る
事
項

夜の常任委員会で「公立病院改革プラン」を調査
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執
行
機
関
が
独
自
に
諮
問
や
調
査
の
た
め
の
附
属
機
関
を
置
く

場
合
は
、
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
附
属
機
関
の
委

員
（
非
常
勤
職
員
）
と
な
っ
て
、
は
じ
め
て
報
酬
を
支
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
重
要
政
策
や
条
例
案
の
諮
問
な
ど
に
際

し
、
条
例
に
基
づ
か
な
い
懇
話
会
な
ど
の
委
員
に
報
酬
を
支
払
う

こ
と
は
違
法
で
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
自
治
基
本
条
例
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

の
た
め
の
委
員
会
設
置
条
例
で
あ
り
、
目
的
の
遂
行
と
と
も
に
役

割
を
終
え
る
た
め
、
平
成
22
年
３
月
末
日
ま
で
の
時
限
立
法
と
な

っ
て
い
ま
す
。
（
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
設
置

　

 

条
例
（
新
規
）

　

昨
年
度
か
ら
続
く
国
の
景
気
対
策
の
一
環
と
し
て
、
次
の
二
つ

の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
補
正
予
算
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
般

会
計
の
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も
30
億
円
の
大
台
を
突
破
し
、
30
億

３
千
９
百
66
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

①　

平
成
20
年
度
の
国
の
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
事
業
臨
時
交

付
金
に
よ
り
創
ら
れ
た
「
地
域
生
活
緊
急
対
策
基
金
」
（
総
額
４

千
万
円
）
を
財
源
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
財
源
で
実
施
を
見
込
ん
で

い
た
工
事
や
備
品
購
入
事
業
を
「
地
域
活
性
化
生
活
対
策
事
業
」

に
振
り
替
え
て
行
う
補
正
予
算
で
す
。

②　

平
成
21
年
度
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
１
億
７
千
４
万
９
千
円
の
中
か
ら
、
「

地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
事
業
」
を
行
う
た
め
の
補
正
予
算
で

す
。

○ 

議
案
第
１
号　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

懇
話
会
を
正
式
な
諮
問
機
関
と
す
る
条
例
を
可
決

　
　

国
の
景
気
対
策
交
付
金
で
一
般
会
計
予
算
30
億
円
台
に
！

第４回、第５回臨時会招集！

附属機関設置条例、一般会計補正予算を可決
　第 4回、第 5回臨時会が 6月１６日、２９日に相次いで招集されました。
　第 4回臨時会では、これまで懇話会などの委員に報酬を支出してきたことが違法であ
るため、正式な町の附属機関として自治基本条例策定委員会、地域新エネルギービジョ
ン策定委員会の設置条例が提案され可決されました。
　第５回臨時会では、平成２０年度に創設された「地域生活緊急対策基金」を財源に実
施される「地域活性化生活対策費事業」のほか、平成２１年度に総額１兆円にも上る国
の地域活性化・経済危機対策臨時交付金が交付され、本町に約１億７千万円が配分され
ことに伴い実施される諸事業に関する予算を計上した一般会計補正予算が提案され、全
会一致で可決されました。

第
４
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
点
ビ
ジ
ョ

　

 

ン
策
定
委
員
会
設
置
条
例
（
新
規
）

　

道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
施
設
整
備
負
担
金
10
万
７
千
円
、
「
日
本

国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
」
が
一
部
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
憲
法
改
正
時
の
国
民
投
票
に
必
要
な
投
票
人
名
簿
を
作

成
す
る
た
め
の
「
投
票
人
名
簿
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
」
委
託
料
と

し
て
45
万
４
千
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
総
務
費
管
理
費
、
選
挙
費

に
か
か
る
総
額
56
万
１
千
円
の
追
加
補
正
で
す
。

○ 

議
案
第
３
号　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

①地域活性化生活対策事業
★工事請負費
旧小頓別消防番屋解体工事
国保病院設備修繕・更新事業
ピンネシリコテージ外装塗装工事
（４人用）
（６人用）
町民センター下水道切替工事
★備品購入費
国保病院Ｘ線撮影装置更新
教材備品文化琴
災害対策用圧雪車キャタピラ購入事業

★委託料（設計委託料）
　町道改良舗装事業
　耕作道取付道路拡張事業
　ピンネシリ道の駅改修事業
★工事請負費
　町道改良舗装事業
★備品購入費
　環境対策車(病院用)導入促進事業

1,900千円
13,600千円

1,296千円
1,733千円
3,600千円

14,000千円
820千円
1,203千円

2,200千円
2,500千円
1,800千円

15,100千円

4,900千円

②地域活性化経済危機対策事業
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※次回は、西原議員、本多議員です！

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれ
の議員が町づくりや議会活動な
どについて思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナ
ーに登場します。８議員の提言
・苦言・呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

山笑う季節に想う
　このコラムを執筆中の６月上旬は、さすがに
すっかり雪も解け、山野は萌黄（もえぎ）色に輝
く季節を迎えています。
　冬のやせ細った山肌は木々の緑で表情を取り戻
し、ふくよかな微笑みを浮かべています。
　山笑う麓（ふもと）で牛が若草を食み、秋の実
りを楽しみに人々が種をまくのどかな光景は、開
拓時代から変わらぬ北の町の風物詩でした。
　いまから六十余年前、帰らぬ夫や息子を待ちな
がら、春の種まきをした妻や母がいました。
　太平洋戦争などで、この町からも、あまたの戦
没者が出た事実が風化しつつあります。
　肉親に戦没者を持つ私は遺族会に属しています
が、毎年この時期に執り行われる戦没者慰霊祭に
必ず参加しています。
　中頓別神社の境内にひっそりと建つ忠魂碑には、
戦地で没した１５３名のお名前が刻まれており、
手を触れると、故郷と家族に別れを告げ出征した
若者たちの無念さが伝わってくるような気がしま
す。
　ご遺族も高齢化し、不戦を願い厳しい戦後を生
きぬいた語り部たちの数は年々減る一方ですが、
戦争を知らない世代が献花する一輪の白菊は、な
により平和を求める強いメッセージとなります。
　慰霊祭が、戦没者を追悼するだけでなく、戦争
の愚かさと恒久平和を考える若者たちの集いの場
となり、遠い惨禍（さんか）の記憶を次世代に引
き継ぐ日になることを願っています。
　ノーモア・ヒロシマ、ナガサキ。
　世界が祈りを捧げる夏の日が近づいてきました
が、歴史に埋もれつつあるわが町の若者たちの墓
碑銘に光があたり、追悼と平和の鐘の音が時代を
超えて鳴り響くことを祈っています。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：藤田首健）

親鸞聖人の教え
　現在、北海道新聞で作家の五木寛之さんが浄土
真宗の宗祖・親鸞聖人の物語を連載しており、門
徒の一人として欠かさず目を通しています。
　聖人は、自らを「愚禿」（ぐとく）と名のられ
ましたが、これは愚（おろ）かな禿頭（はげあた
ま）の凡夫（ぼんぷ・普通の人）ということです。
　聖人がもっとも大切にされた経典の一つに「仏
説無量寿経」（ぶっせつむりょうじゅきょう）が
あります。これは、お釈迦様が無量寿（阿弥陀仏）
について説かれたお経という意味です。
　この経典をよりどころに「正信偈」（しょうし
んげ）と呼ばれる浄土真宗の教えの要点をまとめ
た念仏詩がつくられました。
　その中には、人（凡夫）が生きる上で直面する
煩悩（ぼんのう）を、貪欲、怒り、愚痴であると
し、苦しみ迷うことこそ罪悪と記されています。
　教科書にも載る『善人なおもて往生す、いわん
や悪人をや』という歎異抄（たんにしょう）の有
名な一節があります。この「悪人」には、極悪非
道の人という印象がつきまといますが、とかく邪
見（じゃけん・よこしまな考え）で、僑慢（きょ
うまん・おごり高ぶること）になりがちな私たち
自身（凡夫）の姿であると聖人は説きます。
　自分の心の中を静かにのぞいてみれば、煩悩だ
らけであり、日々罪を重ねていることに気づきま
す。そのことを見抜いて、悪人をも念仏で救おう
というのが阿弥陀仏の願いと言うことでしょう。
　科学が進み人類の脳は進化しているように見え
ても、多発する犯罪の根源を問えば、煩悩を制御
できない心の弱さが浮き彫りになります。
　二千年以上も前に、悟りを開いたお釈迦様の時
代から私たちの脳や心は退化しているような気が
してなりません。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：石神忠信）

しんらんしょうにん

戦没者慰霊祭に若者の参加を



16日　宗谷町村議長会定期総会（稚内市）
19日　田島よういち・道政報告会
25日　中頓別町自衛隊協力会通常総会
30日　いきいきふるさと常任委員会
　　　議会運営員会

10日　中頓別町クリーン作戦
11日　いきいきふるさと常任委員会
　　　議会運営委員会
14日　中頓別町農業共同組合通常総会
　　　天北線代替輸送連絡調整協議会及び幹
　　　線道路稚内音威子府間早期整備促進期
　　　成会総会（浜頓別町）
15日　浜頓別町・中頓別町「命をつなぐ街道」
　　　国道275号早期整備促進期成会総会
17日　南宗谷消防組合中頓別消防団春季消防
　　　演習
18日　支庁制度改革等に係る地域意見交換会
　　　（稚内市）
19日　議会運営委員会
20日　中頓別町商工会通常総会
22日　宗谷管内町村議会議員研修会（豊富町）

１日　第2回定例会
　　　議会広報編集特別委員会
３日　中頓別町戦没者慰霊祭
　　　議会運営委員会
４日　北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）
８日　いきいきふるさと常任委員会
16日　第4回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会
17日　地方の元気回復対話交流会（札幌市）
21日　名寄駐屯地創立56周年記念行事（名寄市）
27日　宗谷管内自由民主党政経セミナー
　　　（稚内市）
29日　第５回臨時会
　　　議会広報編集特別委員会
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６月

豊富町で管内町村議会議員研修会
　宗谷支庁管内町村議会議員研修会が、5月 22 日、
豊富町で開催され、全議員が参加しました。
　はじめに主催者を代表して、宗谷町村議長会・天
野重光会長（枝幸町議会議長）が演壇に立ち、「管
内議員定数は、枝幸・歌登町の合併などにより、
108 名から 87名になったが、住民の議会に対する期
待と果たすべき役割は増している。平成の大合併は
区切りがついたが、道州制における基礎自治体のあ
り方、財政健全化などの問題が山積している。本日
の講演を聴き、分権改革への理解を深め今後の議員
活動の糧としてほしい」と挨拶。
　引き続き、新藤宗幸千葉大学教授が、『能動的な
町村議会へ～地方分権改革推進委員会「第２次勧告」
を受けて～』と題して講演を行いました。
　新藤教授は、これまでの地方分権改革の意義や議
会の条例制定能力の向上、通達行政からの脱却の必
要性を強調。「国と地方の関係が対等平等になり、
法令の解釈は地方自らが決定しなければならない。
解釈を霞ヶ関（国）に委ねない姿勢が大切」と訴え、
自治体自身が分権推進の気概を持つように求めまし
た。
　講演終了後は、系列別教科教室を持つ豊富中学校
（平成 15 年 3 月竣工）を視察。仕切りのない広い空
間と和室や居心地の良い喫茶店のような図書室を備
えた校舎に議員から感嘆の声があがりました。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
豊
富
中
・
音
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室
で
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明
を
受
け
る
管
内
町
村
議
会
議
員


